
  

２月 28 日（水）に、４年生や６年生が中心
となって毎日水替えや餌やり等の世話を行い、
ふ化させた鮭の稚魚 400匹を、全校で細川に放
流しました。子供たちは稚魚と別れるのは寂し
いと感じながらも、大きくなって戻ってきてほ
しいという願いを込めていました。 
また３月９日（土）に、これらの取組等が評

価され、「とやま環境賞（ジュニア活動賞）」を
本校が受賞しました。ふるさとを愛する気持ち
がさらに高まったものと思われます。  ２月 22日（木）に、「卒業を祝う会」を全校

児童が体育館に一同に会して開かれました。 
１～５年生は出し物や「ありがとうの花」の

歌、手紙の贈り物で、６年生に対する感謝の思
いを届けました。 
６年生も各学年に対する思いや願いを垂れ幕

に書き表すとともに、お礼の言葉を堂々と述べ
ていました。互いに感謝し合うとても温かい会
になりました。 

 

 

 

 

 

自分らしく 胸を張って ～ ご卒業おめでとうございます ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舟橋村立舟橋小学校 学校だより 第１２号 

                 
            令和６年３月２２日 

 

学校の教育目標 

やさしい子 たくましい子 かしこい子 

～心身ともに健康で 思いやりの心をもち  

自ら考え進んで学び行動する子供の育成～ 

３月 15日（金）に、６年生 33名が舟橋小学校を巣立っていきました。 
 舟橋村長 渡辺 光 様をはじめ、たくさんの来賓の皆様には、６年生の小学校生活最後の姿を見守
っていただき、ありがとうございました。 
６年生は、運動会を中心に学校の柱となり下級生を引っ張ってくれました。また「スマイル１プロ

ジェクト」として、学校だけではなく村の環境保全活動にも熱心に取り組みました。その中で、命や
自然環境を大切にすること、仲間と協力することを学んだのではないかと思います。 
卒業証書を受け取る姿、「旅立ちの言葉」で心を込めて声に出したり歌を歌ったりしている姿に、

小学校生活での学びを積み重ねてきた一人一人の成長を感じました。 
在校生も数年ぶりに全員が式に参加しました。全校で歌った「Smile Again」は、今年度取り組ん

できた歌声タイムの集大成にもなったと思います。 
卒業生はこれから新たな一歩を踏み出します。今年度の児童会スローガンで掲げていた「笑顔」「元

気」「努力」「挑戦」「協力」をこれからも大切にして、自分らしく、胸を張って歩んでいってほしい
と思います。教職員一同、卒業生一人一人をこれからも応援していきます。 
６年生の保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。また、これまでの本校の教育活動

へのご支援とご協力に心より感謝申し上げます。新たな環境での生活がスタートしますが、心を離さ
ず、お子様に寄り添い、温かく支えていただければと思います。 

鮭の稚魚を放流しました 感謝の気持ちを込めて 

学校の日々の取組は、学校ホームページ「ふなっ子日記」「お知らせ」等で紹介しています。 

関心をもたれた方は、右記のＱＲコードよりＨＰにお進みいただき、ぜひご覧ください。 



今年度は、「主体性と思いやる心の育成」を重点目標に掲げ、体験活動
や異学年での交流を多く取り入れてきました。特に、上級生が下級生に
優しく接する場面が数多く見られ、思いやる心が学校全体に広がったよ
うに感じました。 
この一年、地域の皆様、保護者の皆様には、学校の教育活動に対しま

して、ご理解とご支援をいただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 
５日(金) 着任式 第１学期始業式  

下校 2～5年 11:20  6年 14:30  
８日(月) 入学式 下校 1年 11:20  

2～6年 11:40 
９日(火) 給食開始 地区児童会   

見守り隊出発式 
１０日(水) 学力調査（国・理）発育測定① 
１１日(木) 学力調査（社・算）発育測定② 
１２日(金) 交通安全教室（１年） 
１３日(土) 家庭読書の日  
１５日(月) 集金引落日 
      研究会のため下校 13:30 
          

【 表 彰 】 

◆第20回わたしの新聞コンクール 

 家族de新聞スクラップ部門 銅賞 ６年 Ｔ Ｓ 

              入選 ４年 Ｓ Ｋ  Ｂ Ｍ 

新聞感想文部門          銅賞 ６年 Ｔ Ｓ  Ｔ Ｋ 

                 入選 ４年 Ｔ Ａ ３年 Ｙ Ｓ 

かべ新聞部門       金賞 ６年 Ｔ Ｓ 

 特別賞                        ６年 Ｔ Ｓ 

◆第35回 富山県小・中・高校生書初め大会コンクール 

 推薦 １年 Ｋ Ｓ  ４年 Ｋ Ａ  ６年 Ｎ Ｙ 

 特選 ２年 Ｔ Ｓ  ３年 Ｙ Ｋ  ５年 Ｔ Ｓ 

◆第６回清流環境作文コンクール 

 清流環境科学賞 中学年部門 最優秀賞 ３年 Ｎ Ｔ  

◆第54回世界児童画展       入選 ３年 Ｙ Ｋ 

アクションプランの結果 

１６日(火) 聴力検査 ベルマーク 
      委員会活動 
１８日(木) 全国学力・学習状況調査 
      視力測定① 
１９日(金) 視力測定② 
２０日(土) 学習参観 学級懇談会 総会 

下校 13：10 
２２日(月) 振替休業日 
２４日(水) 自転車教室（３年） 
２９日(月) 昭和の日 
※ 下校時刻はあくまで予定です。          

【数値目標】 
・挨拶をされて返すことができた 
           90%以上 
・自分から挨拶することができた 
           85%以上 
・自分からさわやかな挨拶をすること 
ができた        80%以上 

 
 
 
 
 

【数値目標】 
「とやまゲンキッズ」 
・食欲がある 
・夜はぐっすり眠れる 
・イライラすることはない 85%以上 
 
 
 
 
 

【数値目標】 
・各学級で話し合った「話し上手」 
「聴き上手」になれたか自己評価し 
「なれた」「だいたいなれた」     

80%以上 
 
 
 
 
 

【最終結果】 
・挨拶をされて返すことができた 

８９.７％ 
・自分から挨拶することができた 
                  ６２.４％ 
・自分からさわやかな挨拶をすること 
ができた       ５３.８％ 

 
 
 
 
 

【最終結果】 
・食欲がある      ９９.０％ 
・夜はぐっすり眠れる  ９５.８％ 
・イライラすることはない８４.８％ 
 
 
 
 
 
 

【最終結果】 
「なれた」「だいたいなれた」の全校平均 
・話し上手   ９２.６％ 
・聴き上手   ９１.４％ 

・数値目標を達成することができな 
かった。運営委員会が中心となって
挨拶活動を行っているが、日常化す
るまでには至らなかった。 

・児童会を中心とした取組や挨拶の
大切さや意義を考えさせるような
学習や指導を継続するとともに、地
域や家庭とも連携していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・数値目標は達成した。「話し上手」
「聴き上手」を意識できるような手
立てを工夫したことで、しっかり聴
ける子供が増えてきており、落ち着
いた雰囲気で授業を進められた。 

・今後も『聴き合い』を大切にした授
業づくりを継続し、学習面だけでな
く、心の成長を促していきたい。 

・数値目標はほぼ達成した。生活リズ
ムチェックシートを利用し、年に３
回、１週間かけて取り組むことで、
朝食や睡眠、メディアの使用時間に
ついて意識できるようになった。 

・イライラする理由や対処法につい
て、自分に合う心の安定の方法につ
いて考えられるよう働きかけていき
たい。 

思いやりの心の育成 

望ましい生活習慣の育成 「ふなはし『学び合い』スタイル」の充実 

令和６年度 ４月の行事予定 

◇多読賞（60冊以上） 

 １年 Ａ Ｈ  Ｎ Ｋ  Ｈ Ｒ 

Ｋ Ｏ  Ｉ Ｓ  Ｓ Ｋ 

Ｔ Ｍ  Ｈ Ｒ  

 ２年 Ｍ Ａ  Ｕ Ｙ  Ｏ Ｒ 

 ３年 Ｓ Ｍ  Ｋ Ｙ  Ｙ Ｋ 

    Ｆ Ａ  

 ４年 Ｋ Ａ  

５年 Ｍ Ｓ  Ｓ Ｒ 

◇スーパー多読賞（100冊以上） 

 １年 Ｔ Ｆ  Ｏ Ａ  Ｈ Ｙ 

２年 Ａ Ｍ  Ｈ Ｙ  Ｗ Ｙ 

◇ウルトラ多読賞（160冊以上）３年 Ｎ Ｔ 

◇年間最多読賞 ３年 Ｎ Ｍ 204冊  


